
～小学校入学式～
４月7日、六戸小学校で行われた入学式。31名の児童が
元気に入学式を迎えました。これから新しい学校生活が
始まります。

【３月定例会～令和４年度予算】　
義務教育学校新設に向けて　　　　　　　　　 ２
【予算特別委員会】　
予算をチェック！  　　　　　　　　　　　　 ４
【一般質問】　
３人の議員が町政を問う  　　　　　　　　　 ６
【３月定例会】　
その他案件  　　　　　　　　　　　　　　　 ９

議会だより
令和４年
５月５日発行 №112
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QRコード
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３
月
定
例
会
が
３
月
４
日
か

ら
10
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
を
は
じ
め
各
特
別

会
計
の
令
和
４
年
度
予
算
や
、

条
例
の
改
正
や
令
和
３
年
度
各

会
計
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な

ど
25
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
度
各
会
計
予
算
は
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

集
中
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

特 別 会 計 予 算 額
国 民 健 康 保 険 事 業 12億7793万4千円
下 水 道 事 業 5億1750万2千円
農 業 集 落 排 水 事 業 1億5132万3千円
介 護 保 険 事 業 15億2342万3千円
後 期 高 齢 者 医 療 1億4835万5千円
国民健康保険診療所事業 4億2677万2千円
合 計 40億4530万９千円

令和４年度一般会計予算額

61億2,500万円

衛生費

農林水産
業費

374万円

町
内
会
等
が
管
理
す
る
防
犯
灯
の

電
気
料
を
補
助
し
ま
す
。

3,511万円３回目接種や５歳から１１歳への
小児へのワクチン接種をします。

相続人等の身寄りのない死亡者の遺骨を保管、埋葬できる
墓地を整備します。

災害に強いまちづくりのために防災体制の確立を目指します。

消防費

消防団活動
事 業

主要事業を
わかりやすく

お知らせします！

認定農業者を対象に支援します。
空き家対策と町内会による草刈り作業に対する除草剤等を
支給することで住みよい環境づくりを目指します。

土木費

空き家対策事業
町道草刈り
作業消耗品
支 給 事 業

※イメージ写真

※イメージ写真

500万円

義務教育学校新設に向けて

無縁仏供養
墓設置事業

令
和
４
年
度
予
算

令
和
４
年
度
予
算

総務費

衛生費

第2期農業
用機械等導
入支援事業

教育費

建設に向けて、実施設計業務を委託します。

町立義務教
育学校建設
事 業

新型コロナ
ウイルス感
染症ワクチ
ン接種事業

使いみち 町に入るお金 歳 入歳 出

一般会計
61億2500万円

町税
13億5,742万1千円

　　繰入金
5億2,228万2千円

分担金及び負担金
1,081万3千円

使用料及び手数料
3,732万7千円

国・県支出金
15億260万8千円

町債
3億1,630万円

地方交付税
20億2,000万円

諸収入 3,249万1千円
その他

（財産収入・寄附金・繰入金）
3,223万8千円その他

（交付金・譲与税）
2億9,352万円

民生費
19億8,371万1千円

総務費
9億6,427万円

教育費
8億5,540万4千円

土木費
6億4,812万8千円

公債費
4億4,550万円

衛生費
4億8,365万円

農林水産業費
3億1,280万円2千円 　　　  その他

4億3,153万円5千円

　

防犯灯電気
料補助事業

※イメージ図

今回は桜を使った【ことわざ】です。桜「ことわざ」
トピックス

明日ありと思う心の仇桜～いつ何が起こるかわからない、人生や世の中の無常をいった言葉桜「ことわざ」
トピックス
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予
算
特
別
委
員
会

一
般
会
計

歳

入

町
民
税
増
額
の
理
由

下
田
敏
美
委
員

問　
町
税
１
億
７
，
３
０
０

万
円
増
額
の
理
由
は

吉
田
税
務
課
長

答　
令
和
３
年
度
予
算
に
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
大
幅
減
を
見

込
み
ま
し
た
が
、
令
和
４
年

度
予
算
は
例
年
ど
お
り
見
込

み
ま
す
。ふ

る
さ
と
納
税

盛
田
嘉
彦
委
員

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
大
幅

増
の
要
因
は

高
橋
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　
町
内
に
あ
る
大
規
模
宿

泊
施
設
の
宿
泊
券
を
返
礼
品

と
し
て
指
定
さ
れ
た
寄
附
に

よ
り
、
寄
附
額
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳

出

積
立
て
の
内
容

高
坂
茂
委
員

問　
新
規
項
目
の
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
事
業
積
立

て
の
内
容
は

小
林
企
画
財
政
課
長

答　
義
務
教
育
学
校
建
設
時

に
お
け
る
備
品
の
購
入
に
充

て
る
目
的
で
基
金
を
積
立
て

ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
奨
励
金

松
橋
一
男
委
員

問　
納
税
貯
蓄
組
合
を
含
め

た
町
税
の
収
納
状
況
は

吉
田
税
務
課
長

答　
上
北
郡
町
村
の
中
で
も

徴
収
率
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
。

寄
付
の
謝
礼

杉
山
茂
夫
委
員

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

の
謝
礼
の
経
費
は

高
橋
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　
寄
附
額
の
３
割
以
下
の

謝
礼
と
そ
の
他
に
決
済
手
数

料
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
掲
載

料
が
か
か
り
、
全
て
５
割
以

内
に
収
め
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

盛
田
嘉
彦
委
員

問　
小
児
用
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
不
安
視
さ
れ
る
中
、
接
種

の
見
通
し
は

予算を

　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別

会
計
の
予
算
を
審
査
す
る
予
算
特
別

委
員
会(

久
田
伸
一
委
員
長
・
委
員
11

人)

が
、
３
月
8
日
、
9
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
す
べ
て
可
決
と
な
り

ま
し
た
。
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
質
疑

を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町民の
くらしを
支える

チェック！

　

桜折る馬鹿、柿折らぬ馬鹿～桜は枝を折ると枯れてしまうことがある。一方、柿は枝を折るほうが
新しい枝が茂って多くの実をつけるということ

桜「ことわざ」
トピックス
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令
和
４
年
度
予
算

舘
福
祉
課
長

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
や
、
小
児
用
チ
ラ
シ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
も
送
付
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
６
、
７
割

希
望
し
て
い
る
状
況
で
す
。

新
規
就
農
者
　
　
　

経
営
発
展
支
援
事
業

長
根
一
男
委
員

問　
新
規
就
農
者
経
営
発
展

支
援
事
業
の
内
容
は

佐
藤
農
政
課
長

答　
49
歳
以
下
の
男
女
問
わ

ず
、
認
定
農
業
者
は
公
庫
か

ら
最
大
１
，
０
０
０
万
円
の

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
条
件
と
し
て
あ

り
ま
す
。桜

若
木
植
樹

下
田
敏
美
委
員

問　
宝
く
じ
桜
若
木
植
樹
管

理
業
務
を
記
念
植
樹
的
な
も

の
に
す
る
考
え
は

佐
藤
農
政
課
長

答　
６
月
に
町
民
を
募
集
し
、

２
０
０
本
の
桜
を
植
え
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
植
え

る
に
当
た
り
、
森
林
環
境
譲

与
税
の
一
部
を
利
用
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
　

感
染
予
防
対
策

盛
田
嘉
彦
委
員

問　
令
和
４
年
度
の
イ
ベ
ン

ト
関
係
の
感
染
予
防
対
策
は

高
橋
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　
開
催
実
施
す
る
場
合
は
、

従
来
か
ら
の
消
毒
の
徹
底
で

あ
り
ま
す
と
か
、
検
温
、
入

場
規
制
を
行
う
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
県
や
国
の
指

導
に
従
い
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

都
市
公
園
　
　
　

（
舘
野
）施
設
改
修

杉
山
茂
夫
委
員

問　
都
市
公
園
（
舘
野
）
施

設
改
修
設
計
業
務
の
中
身
は

外
山
建
設
下
水
道
課
長

答　
令
和
５
年
度
の
改
修
工

事
に
向
け
、
舘
野
公
園
の
東

屋
、
炊
事
場
、
ト
イ
レ
な
ど

の
施
設
を
改
修
す
る
た
め
の

設
計
業
務
で
す
。

町
道
草
刈
り
作
業

高
坂
茂
委
員

問　
新
規
事
業
の
町
道
草
刈

り
作
業
消
耗
品
支
給
の
内
容

は外
山
建
設
下
水
道
課
長

答　
草
刈
り
作
業
を
す
る
場

合
に
使
用
す
る
刈
払
機
の
チ

ッ
プ
ソ
ー
、
混
合
油
の
ほ
か
、

除
草
剤
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。

義
務
教
育
学
校

山
本
実
委
員

問　
仮
称
六
戸
町
立
義
務
教

育
学
校
新
築
工
事
実
施
設
計

業
務
の
内
容
は
。
ま
た
、
開

校
年
度
を
令
和
７
年
４
月
に

定
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
理

由
は

長
谷
教
育
課
長

答　
建
物
設
計
、
地
質
調
査
、

現
場
測
量
、
外
構
設
計
、
そ

の
ほ
か
に
統
合
型
公
務
支
援

シ
ス
テ
ム
導
入
業
務
で
す
。

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
六

戸
中
学
校
、
六
戸
小
学
校
に

対
応
す
る
た
め
、
令
和
７
年

４
月
を
目
指
し
た
い
。

六
戸
高
校
の
　
　

譲
渡
と
解
体
方
法

苫
米
地
繁
雄
委
員

問　
無
償
譲
渡
の
中
身
と
解

体
方
法
は

瀧
口
教
育
長

答　
建
物
も
含
め
た
形
が
基

本
で
す
。
前
例
と
し
て
一
部

解
体
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計

危
険
箇
所
へ
の
対
策

下
田
敏
美
委
員

問　
稲
生
川
を
横
断
し
て
設

置
し
た
下
水
道
管
設
備
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
が
危
険
で

は
な
い
か

外
山
建
設
下
水
道
課
長

答　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
短
い

区
間
で
設
置
し
て
、
目
立
つ

よ
う
に
し
た
い
。

児
童
福
祉
と
　
　
　

高
齢
者
福
祉
の
融
合

杉
山
茂
夫
委
員

問　
児
童
福
祉
と
高
齢
者
福

祉
を
融
合
し
た
事
業
を
考
え

て
は

舘
福
祉
課
長

答　
社
会
福
祉
協
議
会
委
託

の
高
齢
者
サ
ロ
ン
で
交
流
会

等
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。介

護
予
防
事
業

下
田
敏
美
委
員

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
遊
湯

ク
ラ
ブ
等
の
介
護
予
防
事
業

の
予
定
回
数
は

辻
浦
福
祉
課
次
長

答　
参
加
人
数
を
１
回
当
た

り
10
～
15
人
、
月
１
人
当
た

り
２
回
の
設
定
で
実
施
す
る

予
定
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
監
督

川
村
重
光
委
員

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
か

舘
福
祉
課
長

答　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
現
地

調
査
は
で
き
な
い
が
、
書
類

調
査
は
行
っ
て
い
ま
す
。

桜切る馬鹿、梅切らぬ馬鹿～樹木の剪定方法。桜は枝を切ると枯れることがあるのでそのままがいい。
梅は無駄な枝が伸びないように切ったほうがよいということ。

桜「ことわざ」
トピックス
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一
般
質
問

問　
農
林
水
産
省
へ
の
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
反
対
を
要
望

す
る
考
え
は

町
長　
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
全
体
に
与

え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か

ら
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
県

町
村
会
を
通
じ
て
青
森
県
・

青
森
県
議
会
・
県
市
長
会
・

県
市
議
会
議
長
会
・
県
町
村

議
長
会
の
連
名
で
、
農
林
水

産
省
及
び
県
選
出
国
会
議
員

に
対
し
て
要
望
し
て
お
り
ま

す
。

　
県
内
市
町
村
と
共
同
し
て

適
切
な
対
応
を
取
っ
て
ま
い

り
た
い
。

「
直
接
支
払
交
付
金
」

見
直
し
に
反
対
す
る
考
え
は

町
の
農
業
全
体
に
与
え
る

影
響
が
大
き
い
―
町
長

消防団への活動資金の助成は

他市町村の考えを聞いて検討したい― 町長

問　
消
防
団
の
各
分
団
で

は
、
地
域
の
方
々
か
ら

ご
寄
付
を
い
た
だ
け
な
く
な

り
、
活
動
資
金
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
町
で
活
動
資
金
を

助
成
す
る
考
え
は

町
長　
消
防
団
の
活
動
に

お
け
る
経
費
は
、
全

て
町
が
負
担
し
て
行
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
今
３
月
議
会

に
は
、
消
防
団
員
の
年
額
報

酬
と
出
動
報
酬
の
金
額
引
き

上
げ
の
条
例
改
正
案
を
提
出

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
新

た
に
公
費
に
よ
っ
て
助
成
で

き
る
部
分
が
あ
る
の
か
、
近

隣
の
市
町
村
や
各
分
団
の
皆

様
に
も
お
聞
き
し
な
が
ら
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　
金
矢
地
区
か
ら
三
沢

市
春
日
台
地
区
間
の
道

路
改
良
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　
三
沢
市
春
日
台
地

区
か
ら
六
戸
町
金
矢

地
区
の
区
間
１
，
０
１
２
ｍ

に
つ
い
て
は
橋
を
架
け
る
こ

と
に
よ
る
道
路
改
良
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年
度

か
ら
事
業
に
着
手
し
、
令
和

４
年
度
に
は
、
用
地
取
得
の

た
め
の
用
地
測
量
調
査
を
進

め
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
六
戸
町
の
課
題
と
し
て
、

今
後
と
も
完
成
す
る
ま
で
働

き
か
け
て
ま
い
り
た
い
。

県
道
22
号
線
の
工
事
の
進
捗
状
況
は

現
在
、
測
量
設
計
を
進
め
て
い
る
―
町
長

長
なが

根
ね

 一
かず

男
お

議員

　

酒なくて何の己が桜かな～花見に酒はつきもので、酒を飲まない花見はおもしろくないということ。 桜は花に顕われる～ふだんは平凡な人々に紛れていた人間が、何らかの機会に
優れた才能を発揮するたとえ。

桜「ことわざ」
トピックス
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一
般
質
問

小
松
ケ
丘
地
区
の
町
有
地
の
今
後
は

公
有
財
産
取
得
処
分
等

検
討
委
員
会
で
検
討
す
る
―
町
長

非常食等の備蓄の分散は

備蓄箇所が１か所は不安。
分散させるという検討も必要― 円子総務課長

問　
介
護
保
険
料
の
基
準

額
が
県
内
で
も
２
番
目

に
高
額(

７
，
７
６
０
円
）

な
理
由
は

町
長　
六
戸
町
は
介
護
施

設
が
充
実
し
て
お
り
、

選
択
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
多

い
。
ま
た
、
近
隣
市
町
村
へ

の
ア
ク
セ
ス
も
よ
い
こ
と
か

ら
町
外
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
介
護
給
付
受
給
率
や
受

給
者
1
人
あ
た
り
の
給
付
月

額
が
全
国
や
県
よ
り
も
高
く

推
移
し
て
お
り
、
基
準
額
が

高
額
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５

年
（
第
9
期
介
護
保
険
事

業
）
に
お
け
る
介
護
保
険
料

の
予
測
は

介
護
保
険
料
が
高
額
な
理
由
は

六
戸
町
は
介
護
施
設
が

充
実
し
て
い
る
た
め
―
町
長

種
たね

市
いち

 正
まさ

孝
たか

議員

問　
小
松
ケ
丘
地
区
に
保

有
す
る
町
有
地
（
約
３

万
㎡
の
利
活
用
状
況
と
今
後

の
利
活
用
の
計
画
は

町
長　
現
在
は
、
周
囲
の

草
刈
り
な
ど
維
持
管

理
を
行
い
な
が
ら
、
半
分
を

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
し

て
い
ま
す
が
、
利
用
者
は
少

な
い
よ
う
で
す
。

　
今
後
は
、
小
松
ケ
丘
地
域

に
と
っ
て
最
も
有
効
な
利
活

用
な
ど
を
考
え
、
副
町
長
を

委
員
長
と
す
る
公
有
財
産
取

得
処
分
等
検
討
委
員
会
で
検

討
し
ま
す
。

問　
利
活
用
方
法
を
外
部

か
ら
募
集
し
て
は

町
長　
ま
ず
は
検
討
員
会

で
、
住
宅
が
増
え
た

小
松
ケ
丘
で
の
利
活
用
と
い

う
点
を
議
論
し
ま
す
。

問　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
プ
ー
ル
駐
車
場
の
南

側
に
あ
る
非
常
食
等
を
備
蓄

し
て
い
る
防
災
倉
庫
は
、
新

し
い
防
災
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
、

さ
つ
き
沼
決
壊
時
に
浸
水
が

想
定
さ
れ
る
。

町
長　
第
1
号
被
保
険
者

の
増
加
に
伴
い
、
給

付
費
が
年
々
増
加
し
て
い
く

見
込
み
で
す
が
、
第
9
期
の

介
護
保
険
料
の
予
測
は
、
こ

れ
ま
で
積
み
立
て
て
い
る
介

護
保
険
料
財
政
調
整
基
金
を
、

投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
増

額
せ
ず
に
据
え
置
け
る
だ
ろ

う
と
い
う
予
測
で
進
め
て
お

り
ま
す
。

問　
理
学
療
法
士
等
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専

門
職
を
介
護
予
防
事
業
に
活

用
し
て
は

町
長　
い
ろ
ん
な
予
防
事

業
を
行
う
が
、
参
加

者
は
本
来
求
め
る
ほ
ど
来
て

く
れ
ま
せ
ん
。
専
門
的
な
方

を
置
い
て
も
、
残
念
な
が
ら

期
待
し
た
部
分
ま
で
の
効
果

に
至
れ
る
の
か
、
と
い
う
傾

向
で
す
。

　
ま
た
、
奥
入
瀬
川
氾
濫
時

に
は
、
防
災
倉
庫
か
ら
川
の

南
側
へ
向
か
う
道
路
の
浸
水

が
想
定
さ
れ
て
い
る
が

円
子
総
務
課
長　
防
災
倉
庫

建
設
が
結
構

前
な
の
で
、
現
在
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
、

場
所
の
検
討
は
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
六
戸
の
交
通
網
は
整
っ
て

い
る
の
で
、
い
ろ
ん
な
迂
回

路
の
中
で
何
と
か
渡
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

備
蓄
場
所
が
１
か
所
と
い
う

の
は
不
安
が
あ
り
ま
す
。
今

後
は
奥
入
瀬
川
の
南
側
や
、

北
部
の
辺
り
も
想
定
し
、
少

し
分
散
さ
せ
る
と
い
う
検
討

が
必
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

酒なくて何の己が桜かな～花見に酒はつきもので、酒を飲まない花見はおもしろくないということ。桜「ことわざ」
トピックス
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一
般
質
問

問　
小
学
校
体
育
館
・
中

学
校
体
育
館
の
規
模

（
大
き
さ
）
は
妥
当
か
、
補

助
基
準
一
杯
の
建
設
を
望
む

が教
育
長　
あ
く
ま
で
も
、

設
計
段
階
で
す
が

想
定
さ
れ
る
30
学
級
で
は
、

標
準
面
積
は
武
道
場
を
含
め

て
の
２
，
３
５
３
㎡
で
す
が
、

基
本
計
画
で
は
２
，
４
４
５

㎡
で
標
準
面
積
を
上
回
っ
て

お
り
妥
当
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
予
算
と
か
様
々
要

素
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
た

い
。問　

行
事
等
に
お
け
る
来

客
駐
車
場
が
少
な
い
の

で
は
、
他
に
駐
車
場
拡
充
の

考
え
は

教
育
長　
体
育
館
下
駐
車

場
に
71
台
、
職

員
・
来
客
駐
車
場
に
１
２
０

台
な
ど
、
学
校
運
営
に
十
分

な
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

運
動
会
な
ど
保
護
者
が
多
く

集
ま
る
行
事
に
は
５
３
０
台

新
義
務
教
育
学
校
建
設
の
取
組
は

令
和
7
年
度
開
校
に
向
け
設
計
段
階
に

―
教
育
長

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済

支
援
と
い
う
こ
と
で
、

2
月
8
日
付
け
の
新
聞
紙
面

に
県
か
ら
各
町
村
に
上
限
４
，

５
０
０
万
円
交
付
と
い
う
記

事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
の
活
用
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
次
な
る
経
済
支
援
は

支
援
策
の
実
施
を
検
討
す
る
―
町
長

高
こう

坂
さか

　茂
しげる

議員

分
の
駐
車
が
可
能
な
運
動
公

園
の
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　
こ
の
統
合
に
よ
り
部

活
動
が
人
数
に
よ
っ
て

制
限
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、

多
く
の
種
目
が
実
施
可
能
と

な
る
。
そ
の
際
活
動
場
所
が

限
ら
れ
場
所
が
な
い
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
処

は教
育
長　
学
校
内
で
の
活

動
場
所
が
な
い
場

合
、
具
体
的
に
は
運
動
公
園

内
の
施
設
を
利
用
可
能
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

活
動
場
所
の
考
え
は

教
育
長　
当
学
校
敷
地
内

で
や
り
く
り
で
き

る
こ
と
は
そ
こ
で
活
動
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
で
も
不
足
の

場
合
は
運
動
公
園
と
か
旧
学

校
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

問　
新
校
舎
へ
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

教
育
長　
換
気
機
能
付
き

の
エ
ア
コ
ン
設
備

を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と

あ
く
ま
で
計
画
段
階
と
い
う

こ
と
で
す
が
で
き
れ
ば
体
育

館
と
か
教
室
以
外
の
施
設
も

考
え
て
い
ま
す
。

問　
義
務
教
育
学
校
建
築

に
お
け
る
事
業
費
並
び

に
起
債
に
つ
い
て
の
説
明
を

教
育
長　
文
科
省
の
補
助

は
2
分
の
1
で
、

他
の
2
分
の
1
は
学
校
教
育

施
設
等
整
備
事
業
債
を
活
用

す
る
予
定
で
、
充
当
率
は
90

％
で
、
こ
の
地
方
債
は
借
入

額
の
70
％
が
交
付
税
措
置
さ

れ
る
有
利
な
起
債
で
す
。

教
育
課
長　
起
債
つ
ま
り

地
方
債
の
事
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
補
助
金
は

文
科
省
、
地
方
債
は
総
務
省

系
列
と
か
あ
り
ま
す
が
、
補

助
金
と
同
じ
時
期
に
申
請
し
、

そ
の
後
に
町
の
方
に
借
入
と

い
う
形
で
資
金
が
届
い
て
く

る
と
い
う
流
れ
で
す
。

企
画
財
政
課
長　
当
町
で
は

年
度
末
で
も

あ
る
の
で
、
全
額
こ
れ
を
次

年
度
へ
繰
り
越
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。
使
い
道
に
つ
い
て

は
経
済
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

令和５年３月閉校となる六戸高等学校

　

花は桜木、人は武士～桜がぱっと咲いて散るように、武士の死に際も潔いことから、
花は桜が最も美しく、人は武士が一番だということ。

桜「ことわざ」
トピックス
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　今年は、趣味の釣り
での釣果が振るいませ
ん。昨年は、正月に
「80㎝オーバーのスズキ
を1匹」と目標を立て、
なんとか達成したのを
よいことに、今年は2
匹と欲を出したのが悪

かったのか。釣り人の間では『大物は釣り人の殺気を
感じ取る』と、まことしやかな話も。
　『老人と海』の作者のアーネスト・ヘミングウェイ
は『釣れない時は、魚が考える時間を与えてくれたと
思えばいい』という名言を残しています。今年は、い
ろいろな事を考える時間が沢山ありそうです。

　　　　　　　　種市

そ
の
他
案
件 補

正
予
算

▽
一
般
会
計
５
７
６
７
万
５

千
円
を
増
額

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
５
７
６
７
万

５
千
円
を
増
額
補
正
し
、
総

額
61
億
９
８
０
７
万
６
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
事
業
を
精

査
し
た
こ
と
に
よ
る
増
額
が

主
な
も
の
で
す
。

契

約

▽
小
松
ケ
丘
処
理
区
流
域
下

水
道
接
続
11
工
区
（
汚
水

調
整
槽
）
工
事
内
容
変
更

　
自
家
発
電
装
置
の
再
検
討

を
行
っ
た
結
果
、
小
松
ケ
丘

処
理
区
の
汚
水
を
圧
送
す
る

ポ
ン
プ
が
３
か
所
設
置
さ
れ
、

停
電
時
に
発
電
機
を
必
要
と

す
る
た
め
、
固
定
式
停
電
時

自
動
運
転
型
発
電
機
を
積
載

式
手
動
運
転
型
発
電
機
に
変

更
す
る
も
の
で
す
。

・
契
約
先

　
㈱
佐
藤
建
設
工
業

　
（
変
更
前
）

　
２
億
５
７
０
万
円

　
（
変
更
後
）

　
２
億
４
３
０
万
３
千
円

条
例
改
正

▽
六
戸
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
が
改

正
　
非
常
勤
消
防
団
員
の
報
酬

等
の
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

（
例
）
団
員

　
年
額　
1
万
３
千
5
百
円

　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
1
万
５
千
円

人
事
案
件

▽
人
権
擁
護
委
員

　
次
の
方
を
人
権
擁
護
委
員

と
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し

た
。

　
任
期
は
令
和
４
年
７
月
１

日
か
ら
令
和
７
年
６
月
30
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
竹
島
敏
男
　
さ
ん

（
折
茂
地
区
）
再
任

　
坂
本
勝
義
　
さ
ん

（
金
矢
地
区
）
新
任

▽
教
育
委
員
会
委
員

　
次
の
方
を
教
育
委
員
会
委

員
と
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。

　
任
期
は
令
和
４
年
３
月
20

日
か
ら
令
和
８
年
３
月
19
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
吉
田
尚
子
　
さ
ん

（
折
茂
地
区
）
再
任

これからの町のことを話し合う場、それが議場です。
どんなことを審議するのか傍聴してみませんか。
次は６月に定例会があります。

■問　議会事務局　☎55－4547

傍聴の際はコロナウイルス感染症対策にご協力ください

間隔を空けて
お座りください

手指の消毒に
ご協力ください

マスクの着用に
ご協力ください

議会を傍聴してみませんか？

三日見ぬ間の桜～桜の花があっという間に散ってしまうことから、
世間の移り変わりが激しいことを言った言葉。

桜「ことわざ」
トピックス
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今
定
例
会
で
は
懸
案
の
義
務

教
育
学
校
新
築
設
計
業
務
予
算

を
可
決
し
た
。
計
画
で
は
来
年

閉
校
す
る
六
戸
高
校
跡
地
に
小
、

中
学
校
を
ま
と
め
施
設
一
体
型

の
義
務
教
育
学
校
を
二
〇
二
五

年
度
の
開
校
に
向
け
新
設
す
る
、

総
工
費
七
十
億
規
模
の
一
大
事

業
と
な
る
。

　
主
な
内
容
は
校
舎
等
を
木
造

で
建
築
す
る
、
小
、
中
学
校
同

一
施
設
を
使
用
す
る
、
教
育
課

程
は
、
小
、
中
の
概
念
を
超
え

義
務
教
育
九
年
間
を
一
体
的
に

捉
え
て
、
発
達
段
階
に
応
じ
四

年
、
三
年
、
二
年
の
三
つ
の
ス

テ
ー
ジ
に
区
切
っ
て
教
育
活
動

を
行
う
ユ
ニ
ー
ク
な
学
校
で
あ

る
。
成
果
が
あ
が
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
子
ど
も
た
ち
の
人
間

関
係
の
固
定
化
な
ど
の
課
題
も

あ
る
よ
う
だ
。

　
現
況
か
ら
資
材
高
騰
な
ど
も

考
え
ら
れ
る
、
さ
ら
に
不
確
定

要
素
が
多
々
あ
る
。
議
会
で
も

十
分
な
議
論
を
重
ね
精
査
し
な

が
ら
充
実
し
た
学
校
新
設
に
責

務
を
果
た
し
て
い
か
な
け
ば
な

ら
な
い
。

広
報
委
員　
川
村　
重
光

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
盛
　
田
　
嘉
　
彦

副
委
員
長　
松
　
橋
　
一
　
男

委　
　

員　
川
　
村
　
重
　
光

杉
　
山
　
茂
　
夫

　
長
　
根
　
一
　
男

　
種
　
市
　
正
　
孝

発
行
責
任
者

議　
　

長　
川
　
村
　
重
　
光

編
集
後
記

六
戸
に
住
む
経
緯
と

町
の
印
象
は

　
生
ま
れ
は
青
森
市
で
す
。
小

学
校
か
ら
高
校
の
途
中
ま
で
三

沢
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

前
々
か
ら
祖
母
が
「
た
て
の
台

団
地
」
に
住
ん
で
い
て
祖
母
の

世
話
の
事
も
あ
り
高
校
二
年
頃

家
族
全
員
で
祖
母
と
暮
ら
す
事

に
な
り
ま
し
た
。
高
校
も
そ
の

ま
ま
三
沢
の
高
校
に
通
え
た
事

が
六
戸
町
に
住
ん
だ
き
っ
か
け

で
す
。
ま
た
、
結
婚
し
て
か
ら

夫
婦
と
も
に
三
沢
市
に
職
場
が

あ
り
住
ま
い
も
三
沢
市
で
し
た

が
、
家
を
建
て
る
事
と
な
り
夫

が
大
曲
出
身
な
の
で
六
戸
町
に

家
を
建
て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
印
象
は
小
さ
い
頃
、
祖

母
の
家
に
行
き
の
ど
か
な
自
然

の
中
で
遊
べ
る
事
が
大
好
き
で

し
た
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
は

車
が
な
い
と
不
便
な
こ
と
が
少

し
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
に

参
加
し
た
経
緯
は

　
自
営
と
し
て
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
を
始
め
た

頃
、
六
戸
町
の
力
に
な
れ
る
事

が
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
で
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
を

知
り
、
知
人
の
伝
手
も
あ
り
シ

ャ
モ
ロ
ッ
ク
試
食
会
で
の
お
話

や
会
議
を
見
学
す
る
な
か
で
、

町
民
は
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
の
こ

と
を
ど
の
程
度
興
味
を
示
し
て

い
る
の
か
現
状
を
知
っ
て
自
分

が
力
に
な
れ
る
と
こ
ろ
で
少
し

で
も
活
動
を
盛
り
上
げ
ら
れ
た

ら
面
白
い
か
な
と
思
い
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
で
の

取
り
組
み
と
実
績

　
コ
ロ
ナ
禍
で
県
外
等
の
Ｐ
Ｒ

活
動
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
行お

こ
なっ

て
い
る
こ
と
は
知
ら

せ
た
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
と
み
ん
な

が
使
え
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
観
光
協
会
の
広
報
誌
「
Ｒ

ｏ
ｋ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
ｒ
ｕ
―
ロ
ク
シ

ル
―
」
を
提
案
し
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
あ
と
は
チ
ラ
シ
や
レ
ジ

袋
作
製
に
も
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
町
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
も
作
ら
せ
て

い
た
だ
き
光
栄
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
後
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会

で
行
っ
て
い
き
た
い
事

　
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
誌
、
広
報
誌

は
続
け
て
い
き
た
い
。
町
民
の

意
見
を
聞
く
交
換
会
も
行
い
、

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
新
た
な
第
一
歩

を
始
め
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
い
人
た
ち
の
中
に

は
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て

い
る
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
や
り
た
い
け
れ
ど
時

間
が
な
い
と
か
踏
み
出
せ
な
い
、

そ
う
思
っ
て
い
る
人
た
ち
が
ど

の
く
ら
い
い
る
の
か
交
換
会
な

ど
を
通
し
て
知
り
た
い
。
新
し

い
こ
と
を
し
た
い
、
面
白
い
こ

と
を
し
た
い
と
い
う
人
が
集
ま

っ
て
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
で
何
か
新
し
い
六
戸
町
の

特
色
を
生
み
出
せ
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
農
産
物
は
三
沢
、
東
北
町
、

十
和
田
市
と
も
同
じ
よ
う
な
物

で
す
が
、
他
町
村
は
出
し
方
が

上
手
だ
と
思
う
、
Ｐ
Ｒ
力
を
感

じ
ま
す
。
六
戸
町
で
も
諦
め
ず

根
気
よ
く
続
け
て
行
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
良
い
農

産
物
が
あ
る
訳
だ
し
加
工
し
て

斬
新
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

で
売
る
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
や

ら
な
い
と
。

町
ま
た
は
議
会
に
対
し

て
ご
意
見
は

　
何
気
な
い
会
話
の
な
か
か
ら

生
ま
れ
る
発
想
っ
て
あ
る
と
思

い
ま
す
。
目
の
前
に
あ
る
も
の

を
読
ん
だ
り
用
意
し
た
質
問
と

か
、
答
え
の
や
り
取
り
で
な
く
、

あ
の
人
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ

て
い
た
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
気

に
入
る
か
な
と
か
、
い
ろ
い
ろ

考
え
た
後
で
新
し
い
も
の
が
生

ま
れ
た
り
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
っ
て
本
当
に
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
聞
く
力
（
傾
聴

力
）
を
大
切
に
。

聞
き
手
　
川
村 

重
光

長
根 

一
男

（

）

　今回は、天間ちや
さんと金渕マサさん
です。

　　

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
１
９
８
０
年
生
ま
れ
。
大
曲
地

区
在
住
。
高
校
生
の
時
に
六
戸
へ
。
高
校
卒
業
後
、

三
沢
市
内
の
企
業
に
就
職
。
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
る
。

２
０
１
９
年
に
独
立
し
、「
と
い
ろ
デ
ザ
イ
ン
」
を

起
業
。
同
年
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に

加
わ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
、
レ
ジ
袋
な
ど

の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
て
い
る
。

夫
・
一
男
一
女
の
４
人
家
族
。

秋あ
き

葉ば 
美み

早さ

喜き

さ
ん

町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

今回はグラフィックデ
ザイナーの秋葉美早喜
さんです。


